
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○児童が目的意識をもちながら学び合い、
自分の考えを深めたり広げたりする授業を
行う。自分の考えを表現する場を授業の中
に設定する。

○学校評価の質問事項「グループタイム
を通して、自分の考えを深めたり、広げ
たりすることができていると思う」に肯定
的な回答した児童８０％以上

・「唐津の学びスタイル」の実践を図り、深い
学びへつながる授業改善を行う。チェック
シートを活用して学期毎に振り返る機会を
設定する。

B

･「唐津の学びスタイル」チェックシートの「学習内容の確実な習得」に対する教師の自己評
価の平均は4段階中3.0であった。
・校内研においてはとくに「協働的な学び」の場の工夫に主眼を置いた実践を行い、「児童自
らが学びの調整する授業の構成」を目指した実践を各担任が実施した。
･児童への意識調査において「話し合いの視点を意識して取り組んでいるか」に肯定的な回
答をした児童の割合は92％であったが、「自分になかった考えをノートに書いているか」では
肯定的な児童は70%であった。

B

･「唐津の学びスタイル」チェックシートの「学習内容の確実な習得」に対する教師の自
己評価の平均は4段階中3.14と上昇した。
・校内研を中心に「協働的な学び」の場の工夫や，「学びの山」の実践した。
･学校評価の質問事項「グループタイムを通して、自分の考えを深めたり、広げたりする
ことができていると思う」に肯定的な回答した児童は76％であった。
・児童への意識調査で「話し合いの視点を意識して取り組んでいるか」に肯定的な回答
をした児童が、前回よりも減少し、８２％であった。一方で「学習したことを生かした活動
に楽しんで取り組めたか」においては、９３％の児童が肯定的な回答をしており、生活
場面に学習を生かすことに楽しさを感じる児童が増えたと考えられる。

A

・先生方の指導のおかげで、着実に学力がついていると感
じた。タブレットを使って話し合ったり、電子黒板に掲示した
りするなど、工夫された学習がされている。 学力向上C

研究主任
各学年担任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○学級力アンケート「友達を支える力」
「安心を生む力」の項目において肯定的
な回答をした児童生徒８０％以上

・学級力アンケートを年５回実施し、結果を目に見える
形で児童へ返す等その活用方法について工夫する。
・自問ノートや道徳ノートの児童の記述に価値を見出
し、コメントを書く。
・にこにこ集会(人権集会）を年間５回実施する。
・縦割り活動の「レッツプレイ」に取り組み、体を動か
す機会を増やす。

A

・にこにこ集会（人権集会）や平和集会を行い、児童が自ら考える場を持つことがで
きた。
・あゆっ子タイム（縦割り活動）やウォークラリー大会（学校をよくする活動）を行い、
自主的に考えて活動する場を持つことができ、仲間意識を高めた。 A

・児童の学校診断アンケートにおける「友達に対して思いやりの気持ちをもって
接しているか」に肯定的な回答98％であった。
・６年生ありがとう集会を行い、６年生や友達を思いやった活動ができた。
・「自分自身に関すること」「人とのかかわりに関すること」「集団や社会とのか
かわりに関すること」「生命や自然，崇高なものとのかかわりに関するもの」の
４つについて，それぞれの学年において，学年に応じた道徳性の高まりがみら
れる。

A

・学級力アンケートを定期的にとられて、担任の先生と児童
が共に意識を高める取組はとてもいいと思った。
・授業を中心に、日常生活を関連付けて思いやりの心を育
てているところがよい。 道徳教育推進リーダー

特別活動部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教員８０％以上

・玉島っ子アンケートを2か月に1回実施し、児童
の生活の問題点を把握、改善する。把握したこ
とや児童の様子などから、毎月１回程度の生活
打ち合わせ会や連絡会等で気になることを共通
理解をして話し合うようにする。

A

・玉島っ子アンケートや生活打ち合わせを計画的に実施し，児童の生活の様子を全
職員で共有した。玉島っ子アンケートでは，アンケートを取った後，担任による個人
面談を行い，問題点があれば指導し改善した。生活打ち合わせでは，改善策を職員
全体で考えることができた。 B

・人権教材「ジンちゃんケンちゃん」を使った授業を全学級で定期的に取
り組んだ。
・すべての児童とはいいがたいが，たくましく　まごころいっぱい　しっか
り考え　学び合う　子どもたちになっていると思う。
・SC・SSW・外部関係機関と連携を取り、情報共有を図った。

A

・日ごろの観察や対話、アンケートなどで児童の困り感をい
ち早く把握しているところがよい。
・いじめはどこにでも潜んでいるという気持ちで、児童の安
全を確保してほしい。

人権・同和教育
生徒指導部
教育相談

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒８
０％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童生徒８
０％以上

・児童生徒の資質・能力を育む授業づく
りに関する校内研修等の実施
・各種体験活動では、児童生徒に活動
の見通しと学びの振り返りを行う活動を
仕組む。
・授業だけでなく、教育活動全体で生徒
指導の機能を生かした取り組みの実践

B

・校内研において「協働的な学びの場の設定」を工夫することで、児童が互いに意見
を交流したり考えを受け入れられたりすることで、児童の自己有用感を高めることが
できた。
･「あゆっ子タイム」や児童集会等を通して学年を超えた交流活動を実施し、互いに
関わり合うことの大切さを感じさせることができた。
･特別活動や総合的な学習の時間等の活動を通して、見通しをもった活動の大切さ
を感じさせることができた。
･「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした児童は８０％であっ
た。

A

・児童への学校診断アンケートの「目の前の目標などに向かって
やり遂げようとしているか」に肯定的な回答をした児童は96.%で
あった。
･学年を越えた交流活動の実践を数多く行い，互いに関わり合う
ことの大切さを感じさせることができた。「学校での生活が楽しい」
と意識調査で回答した児童も90.5%であった。 A

・コロナ禍も終わり、志を高める教育が以前のように推進され始
めていると感じる。
・背少年育成大会で発表した６年生の意見や考えを聞いて、玉
島小の児童が志をもって成長していることを感じた。
・体験活動に地域の職人や名人を活用することで、将来への夢
を持ったり、見通しを持てたりするのではないか。地域人材の発
掘に協力したい。

キャリア教育
各学年担任

●「運動習慣の改善や定着化」 ●週に３日以上、授業以外で運動や外
遊びを行う児童が７５％以上

・朝や15分休み、昼休みの外遊びを奨
励する。

A
・「あゆっこタイム」や「レッツプレイ」等の縦割り班活動や各学級の「学級レク」等で体
を動かす機会をつくることを奨励してきた。また，スポーツテストや運動会，持久走記
録会に向けて，自主的に練習に励む児童の姿がよく見られた。 A

・体育行事の充実や外遊びの奨励に対して，保護者・職員の10割，児童の8割
以上が「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した。
・休み時間に多くの児童が運動場や遊具で体を動かす反面，図書室等の室内
で過ごす一部児童の固定化も見られた。

A
・様々な環境が子どもの外遊びを阻害していることが気が
かり。
・持久走記録会や運動会などで子ども達が元気いっぱいに
運動する姿が見られてよかった。保護者や地域の人が子
どもたちを応援していることを伝えたい。

保体部

○「安全に関する資質・能力の育成」 ○児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る

・事例研修などを適宜取り入れ、自分事意識や
危機意識を高めておく。
・安全教育は、地域の実情に合わせて行い、体
験的学びと振り返りを大切にし、自ら命を守ろう
とする意識を高める。
・複数の目で安全点検を行い、未然防止に努め
る。

A

・交通教室・火災避難訓練・風水害避難訓練・地震津波避難訓練・不審者対応避難
訓練を計画的に行うことで，自分事として命を守ろうとする当事者意識を高めた。11
月現在、児童の交通事故は０(ゼロ)である。
・危険箇所や不具合のある箇所については迅速に対応することで、未然防止に努め
ることができている。

A

・職員会議等で全ての避難訓練を見直し、自分事として捉えることの大切さを
学んできた。今後は、地域の人に避難訓練を知らせるだけでなく、地域との合
同訓練を実施していきたい。
・1年間、児童の交通事故や大怪我を伴う校内事故はゼロであった。保護者や
地域の見守りと、職員の指導や安全点検に感謝している。 A

・学校では計画的に避難訓練や安全教育を進めていること
が分かった。
・春秋会で見守り指導を行っているが、子ども達はまとまっ
て登下校している。玉島小の子は、挨拶を良くしてくれる。
気になる様子があればすぐに学校に連絡したい。

生徒指導部
教頭

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・金曜日に定時退勤日を設定する。
・その日の退勤時刻を見通した働き方をするよう
啓発し、平日18:30施錠を目指す。
・定期的に共有フォルダ―や教材を整理し、様
式や資料の共有化を図り、効率的に業務を進め
る。
・職員会議回数削減、会議のペーパーレス化等
の業務改善を推進する。

A

・退勤時刻を意識して声を掛け、見通しを持って計画的に業務を行うような職員室の風土づ
くりを行っている。定時退勤日の金曜日は多くの職員が17:30を目途に退勤成している。ただ
し、初任者への指導や支援は時間外にしかできないことも多く、今後の課題である。
・職員会議のペーパーレス化を行うことができた。今後は、会議の精選と開催時間の工夫を
推進していく。
・共有フィルダーや職員室の棚、机上など定期的に整理する時間を週案に挙げて設定する
などして、業務の効率化を図りたい。

A

・学校訪問や研究発表会等、行事が多かった10月11月以外は、時間外業務が
45時間以内の職員が大半をしめ、職員は見通しを持った働き方を心がけてい
る。
・業務改善委員会を開き、放課後の時間を確保するために校時表や授業の週
時数を見直し改変することができた。保護者にも理解していただくことができ
た。
・ICTの効果的活用や積極的な自主研修を通して、職員自らが業務の効率化
を意識した働き方を工夫できるように支援していく。

A

・働き方を工夫することで、子ども達を支える教職員の健康
や精神的な安定を保ってほしい。
・複式学級が増えるということなので先生方も大変だと思う
が、どうか工夫して頑張ってほしい。
・業務改善をすることが、子どもたちのためになると思うの
で、できるところからどんどんやってほしい。

教頭
教務
事務主査

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○特別支援に関する専門性が向上した
教員７０％以上

・特別支援に関する研修会を実施する。
・伸びっ子研・ケース会議・支援会議等
の開催、情報共有をする。 B

・夏休みに，校内に関わる支援内容での研修会を行った。支援的な児童の理解や，支援の対応策に
ついて話し合いが出来た。
・伸びっ子研については，一学期にうまく回せなかったので，二学期以降，定期開催ができるように調
整している。
・各クラスにいる児童の不適応への相談等の対応をしながら，学校全体支援的な意識を高めていく。

B

・夏休みの研修や，普段から配慮を要する児童についての意見交換を行うことで,全職
員の支援への理解が深まった。
・伸びっ子研の定期開催については，来年の検討事項にして開催しやすい方法を検討
する。
・学校評価アンケートでは，全職員の７０％以上が専門性が向上したと回答した。

A

・一人ひとりの特性をよく理解し、担任だけでなく、学校全
体で支え、伸ばしていこうとすることの大切さが本校の取組
から伝わってくる。 特別支援

○開かれた学校づくり

○保護者・地域との連携 ○地域人材を活用した生活科・社会科・
総合的な学習の時間（玉島学）を年間１
回以上全クラスで実施

・玉島学で、全クラスで地域人材を活用する。
・学校での学びを発信し、地域の関心を取り込ん
でいく。
・サークルクラブのより良い活用法を探っていく。

B

・校区民運動会にはできなかったものの、希望する児童の家族や区長様に参加していただく
ことができた。また、歴代会長会を開催して、学校の様子を伝えることができた。
・１・２年の生活科での野菜作り、３年の総合的な学習でのみかん作りと玉島川の鮎につい
ての学習、4年生の総合的学習の時間での福祉学習など、地域人材を活用することができ
た。
・サークル活動には、４年生以上が参加し、手芸と囲碁、ゲートボールクラブを楽しんでい
る。

A

・サークル活動には、４年生以上が参加し、地域の指導者の下、囲碁、手芸、ゲートボールクラブを楽し
むことができた。
・11月以降は、5年生が地域の農業(ねぎ、玉ねぎ、みかん)について保護者に講師になってもらい、現地
で農業体験をするなどして学ぶことができた。来年度も、生活科や総合的学習の時間を中心に、積極的
に地域学習に取り組みたい。
・定期的に来校していただく学校評議員や主任児童委員、様々な会を通して話し合う機会を持つことが
できた区長の皆さんや春秋会(地域の老人会)の皆さんに学校の現状をお伝えできた。それらの皆さんに
協力していただき、地域ボランティアの発掘や学びの発信などをしていきたい。

A

・農業体験など地域のよさを感じる取組が復活してよかっ
た。どんどんやってほしい。
・ゲストティーチャーや保護者のボランティア等の活用が増
えてきたので、さらに活用してほしい。 教頭・教務

○小小連携、小中連携の
推進

○９か年の学びを念頭に置いた、小小
連携、小中連携の推進。

○浜玉中学校区での体験活動や授業
公開等を実践する。（合同体験１回、授
業公開１回以上）

・中学校区で共通目標を設定し、実践を
行い、評価・改善していく。

A
･浜玉中校区各校において公開授業を実施し、職員による授業参観を実施した。また、小中
連携三部会を開催し、意見交流を行った。
･中学１年生と小学６年生参加の虹の松原ボランティア清掃活動は11月30日に実施予定で
ある。

A
・浜玉中校区における小中連携会を通して，互いの実践について
の交流を図ることができた。また，中学１年生と小学６年生参加の
虹の松原ボランティア清掃活動も実践できた。 A

・それぞれの学校のよさを大切にした連携を進めてほしい。
・サークルクラブだけでなく、様々な行事を通して連携していくこと
を期待する。

教務

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、校内研究を中心に、学習の仕方を児童自らが選択調整し、友だちと協働しながら思考・判断・表現していく活動を取り入れた授業実践を進め、普段の授業を大切にすることで授業改善を目指した。特に、学習形態の工夫に重点を置き、学習用タブレット端末を活用して思考・判断・表現ができる教材づくりをしたり、、自力学習・ペア学習・グループ学習の時間を効果的に授業に取り入
れたりして、児童の思考力・判断力・表現力を高めてきた。その結果、学習状況調査や各単元テストからも学力の向上が見られ、各教科以外の特別活動からも児童の思考力・判断力・表現力の高まりが感じられた。
・伸びっ子研やケース会議、生活打合せ、支援会議等を定期的、また機を逃さず行うことで、児童一人ひとりについて全職員で情報共有しながら支援を行ってきた。また、支援計画、支援内容、支援体制等を定期的に見直し、担任との情報共有を行い、より効果的な支援をするために工夫してきた。玉島っ子アンケートを定期的に行い、それをもとに１人一人と面談を行うことで、児童の困り感や悩みにいち早く寄り添ったり、頑張り
に賞賛の声をかけたりすることができた。また、学級力アンケートやQUテストで客観的に学級集団に対する満足度や生活意欲度を見るなどして現状を把握し、教師と共に児童も主体的に学級集団を高めていこうとすることができた。今後も、思いやり・支え合い・感謝のハッピーサイクルを大切にした集団づくりをしていきたい。
・コロナ渦後、地域人材の活用やゲストティチャーの来校など、地域との交流を図ったり、専門的知識や技能をもつ人を講師とした体験学習を実施したりするなど、積極的に児童の学びの幅を広げることができた。次年度は、さらに新しい地域人材や地域素材の発掘を進め、地域のよさを活かした活動を仕組み、その学びを発信していきたい。

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・教科の特性に応じて話合いの視点を明確にし、児童自身が目的意識を持って話し合いを進め、自分の考えを深めたり、広げたりできるようになってきた。今年度は、学習形態の工夫に重点を置き、児童の思考力・判断力・表現力を高めていきたい。

・玉島っ子アンケート等を有効活用し、個と集団のバランスに配慮し、思いやり・支え合い・感謝のハッピーサイクルをいかした集団作りを大切にしていきたい。

・活動内容や環境設定を工夫することで、地域人材の活用やゲストティチャーの来校など、地域との交流を少しずつ再開することができた。今年度は、従来の活動に戻すことにこだわらず、新しい形での地域学習や交流を模索し、地域のよさを活かした活動を考えていきたい。

２　学校教育目標
“たくましく　まごころいっぱい　しっかり考え　まなびあう”　子どもの育成

　　　～豊かでたくましい心と体の育成と確かな学力の定着をめざして～

３　本年度の重点目標

①「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、校内研究を中心に授業改善を進める。

②集団づくりと特別支援教育の両視点から児童を育てる。

③地域のよさ（ひと・もの・こと）を活かした豊かな体験活動を行う。

学校名 唐津市立玉島小学校


